
BeoLink® Passive 

セットアップガイド 



警告: 火災や感電を避けるため、本製品を
雨の中にさらしたり、極端に湿度の高い場
所で使用することは絶対にやめてください。
水が垂れ落ちてくる可能性がある場所で
の使用や、花瓶など水を含んだ容器類を
本製品の上に置くことも、絶対にやめてく
ださい。 

この製品と電源を完全に切り離すために 
は、電源コードをコンセントから抜いてく
ださい。 

正三角形の中に稲光が入った左の
マークは、この機器の内部で、感電
の危険がある絶縁されていない高
電圧が、発生する可能性を示して
います。

正三角形の中に感嘆符が入った左
のマークは、この機器に付属する印
刷物の中に、操作と保守に関する重
要な情報が含まれていることを示し
ます。  

警告: 感電の原因となりますので、こ
の機器のキャビネットや裏表のカバ
ーは、絶対に外さないでください。
内部の点検や修理は、必ず専門のサ
ービス員にご依頼ください。 

技術仕様や機能、および使用方法は、事前の予告な
く変更される場合があります。 

アメリカ向け特記事項 
注記： 本製品は、連邦通信委員会規定第15項に 
従って検査され、クラスBデジタル装置の制限に適
合することが証明されています。この制限は、一般
家庭で使う場合に起こり得る有害な干渉に対し、
適正な防護措置を講じるためものです。 
 本製品は、無線周波エネルギーを発生、使用、放
射することがあり、指示通りの設置や使用が行なわ
れないと、無線通信に有害な干渉を行なう恐れがあ
ります。ただし、このような干渉が発生しない条件を、
特定することはできません。もし、本製品がラジオ
やテレビの受信に干渉するようであれば、本製品の
電源をオン/オフすることで干渉源が本製品であるこ
とを再確認したうえ、以下の方法を用いて干渉を除
去してください。 
‒ 受信用アンテナの向き、または設置場所を変える。
‒ 受信装置から本製品を遠ざける。
‒ 受信装置とは別の電気回路上にあるコンセントに、

本製品を差し込む。
‒ 販売店または経験を積んだラジオ/テレビ技術者

に相談する。 

カナダ向け特記事項: 
このクラスBデジタル装置は、カナダの妨害発生源
機器規則のすべての要件に適合しています。 

本製品は、EEU 指令89/336および
73/23に記載されている基準を満た 
しています。 



3B E O L I N K シ ス テ ム

メインルームとは、オーディオシス
テムまたはオーディオ/ビジュアル
システム(メインシステム)を設置し
た部屋のことです。 

リンクルームとは、これから
BeoLink Passiveキットを設置す
る部屋のことです。 

BeoLink Passiveキットを設置す
る際は、以下の手順に従ってくだ
さい: 
1 Bang & Olufsenシステムのス 

イッチを切り、各製品の電源コ
ードをコンセントから抜く。 

2 このガイドに従って、設置を完
了させる。 

3 システム全体を、再び電源に接
続する。 

本ガイドの説明に、注意深く従っ
てください。もしも、今までにケー
ブルの配線を行なった経験をおも
ちでなければ、Bang & Olufsen  
販売店に依頼することをお勧めし
ます。 
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このセットアップガイドでは、
BeoLink Passiveキットを、
BeoLink (Master Link)サウンド
供給システムに設置する方法を
説明します。 
BeoLink Passiveキットに付属して
いるユーザーガイドには、設置後
のシステムを操作する方法が説明
されています。 
BeoLinkサウンド供給システムに
よって、リンクルームからメインと
なるシステムを操作し、その演奏
を聞くことができるようになります。
リンクルームとメインルームは、
Master Linkケーブルで接続します。 
メインシステムとBeoLink Passive  
キット間を、Master Linkケーブル
で接続する場合は、接合ボックス
が必要となります。 
このボックスとケーブル(およびそ
の他アクセサリー類)は、Bang & 
Olufsen販売店からご購入いただ
けます。 

↑ メインルーム 

リンクルーム →  



4 設 置

設置場所の検討 
BeoLink Passiveキットは、2つの
ユニットで構成されています: 
‒ BeoLink Passive受光部(直接

操作用パネルと、リモコン信号
受信器) 

‒ BeoLink Passiveアンプボックス 

BeoLink Passiveの各ユニットを
設置する際は、次の各点に注意し
なければいけません: 
‒ まず最初に、必要とされるケー

ブル、接合ボックス、ネジ、ウォ
ールプラグなどが、全部そろって
いるか確認します。 詳しくは
Bang & Olufsen販売店にお問
い合わせください。 

‒ 接続をすべて終えるまで、各ユ
ニットは電源につながないでく
ださい。 

‒ 各ユニットは、必ず屋内の乾燥
した場所に設置してください(た
だし、ケーブルは、屋外をはわ
せても問題のない場合があり 
ます)。 

■ BeoLink Passive受光部: 
‒ この受光部は、摂氏0‒55°Cの

環境で機能するよう設計されて
います。もしも、この範囲外の
温度で使用すると、全システム
の操作が阻害される恐れがあり
ます。 

‒ この受光部を、直射日光や強い
人工的光線(スポットライト
等)のあたる場所、または電気ノ
イズを発生する機器(調光器
等)のそばに設置するのは、避
けてください。リモコン信号の
受信感度が、低下するおそれが
あります。 

‒ 付属している受光部用ケーブル
の長さは、5メートルです。もっ
と長いケーブルを使うのであれ
ば、特殊な低容量ケーブルが必
要となります。このケーブルは、
Bang & Olufsen販売店から購
入できます。(パーツ番号 
6270668, 全長15メートル)。 

‒ この受光部は、リモコンからの
信号を受信できる場所に設置
してください。 

‒ この受光部を、ドアのすぐ横に
適切な高さで設置すると、部屋
を出入りする際、操作パネルの
直接操作でオン/オフが可能に
なります。 
電話機のそばに設置した場合
は、電話がかかってきたとき、す
ぐスピーカーをオフにできます。 

12
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家の中に複数のユニットを設置す
る場合は、リモコンからの信号を、
1度に2個以上のユニットが受信
しないよう注意してください。 

アンプボックスは、カーペットを
敷いてない床、棚の上、サイドボー
ドの最下段など、安定した平面に
置いてください。 
アンプボックスの上には、 放熱の
ため約5センチの空間を確保して
ください。 
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アンプボックスを壁に設置する 
アンプボックスの裏側にある2個
の穴を使い、壁などに設置するこ
とができます。 

■ BeoLink Passiveアンプボック
ス:
‒ このアンプボックスは、摂氏

10‒40°Cの環境で機能するよ
う設計されています。 

‒ 安全のため、アンプボックスか
らの電源コードは、必ず、7ペー
ジで説明する通りに固定してく
ださい。 

‒ このアンプボックスを壁付にす
る場合は、アンプボックスの重
量を確実に支えられるよう、正
しい長さと形状のネジおよび 
ウォールプラグを使ってくださ
い(壁の構造と素材によって、
違いがあります)。詳しくは
Bang & Olufsen販売店にお 
問い合わせください。 

注意! 軽量の壁は、多くの場合、
間柱(スタッド)にプラスターボード
などを張り付けることで作られて
います。このアンプボックスの重
量を支えるのに、プラスターボー
ドは理想的な素材とは呼べません。 
もし、このような壁に 
BeoLink Passive アンプボックス
を設置するのであれば、必ず、正
しい長さと形状のネジおよびウォ
ールプラグを使ってください。 



6 >>設置

受光部を壁に設置する 

A B C
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BeoLink Passive受光部 
付属のケーブル(あるいは4ページ
で説明した特殊な低容量ケーブ
ル)を使い、以下のように 
BeoLink Passive受光部を接続し
ます: 
1 ケーブルを必要な長さ

(BeoLink Passiveアンプボック
スから受光部までの長さ)に切
断し、右図の通り末端部分をむ
きます。 

2 ケーブルの先端をケーブルクラ
ンプ(F)に通し、各末端を、右図
の通り受光部内のターミナルに
接続します。終ったら、クランプ
(F)を締めます。 

3 後部カバーを取り付け、
BeoLink Passive受光部を、
5ページで説明した方法に従い
壁に設置します。 

4 BeoLink Passiveアンプボック
スのIRと書かれた端子に、ケー
ブルを接続します。 

ケーブル類は、ていねいに扱ってく
ださい。ケーブルを設置する時は、
急角度で曲げたりねじったりして
はいけません。ケーブルに強い衝
撃を与えたり、重い物をのせない
でください。 

接 続

35 mm – 11/2"

5 mm – 1/4"

F

1

2

3

4

5

ケーブルの末端をむきます。芯線
をひねり、ぐるりと曲げ戻してくだ
さい。 

ケーブルの末端は、受光部内の各
ターミナルに、次の順序で接続して
ください: 
 1 = 黄色 
 2 = グレー 
 3 = 緑 
 4 = 白 
 5 = 茶色 



8  >> 接続 

BeoLink接続 
メインルームでの接続: お使いのメ

インシステムの、MASTER LINK 
と書かれた端子にMaster Link  
ケーブルを接続し、接合ボック
スへと導きます。 

リンクルームでの接続: Master Link 
ケーブルを、BeoLink Passiveア
ンプボックスのMASTER LINKと
書かれた端子に接続し、接合ボ
ックスへと導きます。 

接合ボックス内部の接続: 接合ボッ
クスに付属する説明書に従って、
各ケーブルを接続します。この
説明書には、ケーブルの接合手
順に加え、ボックスのさまざま
な使い方も書かれています。 

スピーカーの接続 
パッシブスピーカーを、アンプボッ
クスのSPEAKERS L - R (それぞれ
左用と右用を意味します)と書か
れたソケットに接続します。 

BeoLink Passiveのセットアップで
は、POWER LINKと書かれた端子
は使用しません。 

電源の接続 
BeoLink Passiveアンプボックス
の、 ~ と書かれたソケットに電源
ケーブルを接続し、クランプ(G)で
固定します。 

MASTER LINKIR POWER LINK SPEAKERS
R     8 Ω     L

~

~

G

メインシステム
に接続 

メインシステム リンクシステム 

接合ボックス 



9準 備 完 了 …

すべての接続が終わったことを 
確認したら、まずメインシステム
を電源につなぎ、その後、 
BeoLink Passiveアンプボックス 
を電源につなぎます。 
電源につなぐだけで、 
BeoLink Passive はスタンバイモ
ードになります。アンプボックスの
スイッチは、自動的にオン/オフし、
使用されていない時はスタンバイ
モードに戻ります。 
通常、これでBeoLink Passiveの
準備は完了です。しかし、製品の
セットアップによっては、プリプロ
グラミングが必要となる場合もあ
ります。 
BeoLink Passiveは、次のような 
セットアップに対応したプリプロ 
グラミング(Option設定)が行な 
えます: 

Option 0: BeoLink Passiveのリモ
コン操作を、無効にする設定で
す(別のオプションに設定し直
せば、再び操作可能となります)。 

Option 4: BeoLink Passiveを、メ
インシステムと同じ室内に設置
した場合の設定です(非常に広
いL字型の部屋で、リスニングポ
ジションが2カ所ある場合など)。 

Option 5: BeoLink Passiveと同じ
室内に、Bang & Olufsenのテ
レビがある場合の設定です。 

Option 6: 本ガイドで説明してき
た通り、メインシステムが置か
れた部屋とは別の部屋に、
BeoLink Passiveを設置する場
合の設定です(工場出荷時は、
ここに設定されています)。 

プリプログラミングは、Bang & 
Olufsenのリモコンを使って行な
います。設定中、メインシステムと
リンクシステムは、必ずスタンバイ
にしておいてください。 

Beo4を使って設定する: 
‒ • ボタンを押しながら、LISTを

押します。 
Beo4のディスプレイに
OPTION?と表示されたら、
GOを押します。 

‒ LISTを押してBeo4のディスプ
レイにL.OPTを表示させたあと、
適切な番号を押します(0, 4, 5, 
または6)。

Beolink 1000を使って設定する: 
‒ LINKを押したあと、適切な番

号を押し(0, 4, 5または6)、
STOREを押します。 



10 ク リ ー ニ ン グ と 保 守

この製品の表面は、台所用等のマ
イルドな洗剤を数滴だけ混ぜた
ぬるま湯にケバのない布を浸し、
その布をよく絞って拭き取ってく
ださい。 
アンプボックス正面の冷却グリル
は、やわらかなブラシと掃除機で
クリーニングできます。 

BeoLink Passiveのどのパーツに
も、アルコールなどの溶剤は絶対
に使わないでください。 

TIMER

PLAY





www.bang-olufsen.com

3509925 0801 
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